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過去最高の売上高及び営業利益の達成

2四半期連続25%超の営業黒字達成

2四半期連続フリー・キャッシュ・フロー黒字達成

モバイル/デジタル家電向けビジネスの拡大

将来のキャッシュ・カウ

40nm Mobile RAM™量産スタート

65nm-XS量産スタート

更なるコスト低減

過去最高の売上高及び営業利益の達成

2四半期連続25%超の営業黒字達成

2四半期連続フリー・キャッシュ・フロー黒字達成

モバイル/デジタル家電向けビジネスの拡大

将来のキャッシュ・カウ

40nm Mobile RAM™量産スタート

65nm-XS量産スタート

更なるコスト低減
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業績報告

ビジネス状況
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コントラクト価格

DRAMDRAMスポットスポット価格の推移価格の推移（（66ヶ月間）ヶ月間）
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DRAMDRAM需給見通し需給見通し
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出所：DRAM Q2 2010 Market Tracker, iSuppli
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売上高及び営業損益の推移売上高及び営業損益の推移
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1Q1Q--FY2010FY2010実績実績

（10億円） 1Q-FY2010 4Q-FY2009 QoQ 1Q-FY2009 YoY

売上高 176.3 100% 147.5 100% +28.8 72.6 100% +103.8

売上総利益（△損失） 61.7 35% 54.3 37% +7.4 △26.6 -37% +88.3

営業利益（△損失） 44.4 25% 37.8 26% +6.7 △42.3 -58% +86.7

経常利益（△損失） 37.0 21% 36.8 25% +0.3 △46.6 -64% +83.6

当期純利益（△損失） 30.7 17% 33.7 23% -3.0 △44.4 -61% +75.1

ビット成長率 +8% +48%

ASP変動率 +9% +78%

売上総利益率に対する主なインパクト

（QoQ

 

↑ ）DRAM販売価格の上昇

（QoQ

 

↓ ）生産委託先からのDRAM調達量の増加

広島工場及びレックスチップ社における65nm-XS
の垂直立上げによるコスト低減効果は2Q-FY2010
より現れる予定
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（10億円） 2010年6月30日 2010年3月31日 2009年6月30日

総資産 989.8 947.5 899.0

現金及び預金 150.6 113.3 61.3

売掛金 137.4 122.6 67.5

有形固定資産 587.2 596.4 657.9

有利子負債 493.5 504.7 556.9

純資産 369.4 346.8 219.3

ネットD/Eレシオ 1.14倍 1.48倍 4.00倍

純資産比率 37% 37% 24%

売上債権保有日数 70日 75日 84日

たな卸資産保有日数 58日 70日 59日

営業キャッシュ・フロー（3ヶ月） 64.8 64.0 △8.6

フリー・キャッシュ・フロー（3ヶ月） 35.4 47.6 △41.7

BSBS及び及びCFCFの主要項目の主要項目
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2Q2Q--FY2010FY2010及び及びFY2010FY2010通期のガイダンス通期のガイダンス

四半期

（10億円）

1Q-FY2010 2Q-FY2010
ガイダンス

 
’10 5/12発表

実績
ガイダンス

 
’10 7/29発表

QoQビット成長率 5%強 8% 5-10%

減価償却費 30.5 31.1 32.0

販売管理費 17.0 17.3 17.5

通期

（10億円）

FY2010 FY2010
ガイダンス

 
’10 5/12発表

ガイダンス

 
’10 7/29発表

YoYビット成長率 45% 45%

減価償却費 130 130

販売管理費 68 68

設備投資額 115 115
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業績報告

ビジネス状況



11

2009 -
 

2011 2011 -
 

2013 2012 -

異種チップ積層

DRAM積層

TSVTSV製品の共同開発製品の共同開発

TSV

 

DRAMs
ASIC

Flash
RF

主な共同開発課題

TSV充填技術

インターポーザー

テスト技術

（DRAM技術, TSV積層技術）

（先端組立技術）（ロジックファンダリ技術）

TSVに関するコラボレーション

『SoC神話』の復活！

『微細化』を凌駕！

『死の谷』の打破！

ワ
ン
パ
ッケ

ー
ジ
に
マ
ル
チ
ファ

ンク
シ
ョン

を！

TSV DRAMs
ASIC

ロジック&DRAM積層

開発時期
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フラッシュメモリ分野での提携フラッシュメモリ分野での提携

② NANDフラッシュの生産提携

① NANDフラッシュの共同開発

米スパンション社とチャージトラップ型NANDフラッシュのプロセス及び製品

の共同開発

NAND IP

広島工場
NANDの生産委託

当社の顧客

NANDチップ（ファンダリ）

MCP製品

NAND生産及び受託生産

③ NORフラッシュビジネスでの協力については協議中
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FY2010FY2010
 

生産計画生産計画

【広島工場】

65nm-XSの垂直立上げ
7-9月期からのコスト低減寄与

生産能力50%の40nm（一部50nm）シフト
2010年末までに完了予定

Mobile RAM生産の比重拡大

スマートフォンやタブレットPC向けの旺盛な需要への対応
7月より世界最小の40nm Mobile RAM量産開始

【広島工場】

65nm-XSの垂直立上げ
7-9月期からのコスト低減寄与

生産能力50%の40nm（一部50nm）シフト
2010年末までに完了予定

Mobile RAM生産の比重拡大

スマートフォンやタブレットPC向けの旺盛な需要への対応
7月より世界最小の40nm Mobile RAM量産開始

【レックスチップ社】

65nm-XSの垂直立上げ
7-9月期からのコスト低減寄与

生産能力100%の40nmシフト
2011年3月末までに完了予定

【レックスチップ社】

65nm-XSの垂直立上げ
7-9月期からのコスト低減寄与

生産能力100%の40nmシフト
2011年3月末までに完了予定
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エルピーダメモリ株式会社
URL: http://URL: http://www.elpida.comwww.elpida.com

当資料に記載されている経営予測に基づく予想数値、今後の計画や戦略等、将来の見通しに関する記述は発表日時点において当社が判断したものです。これらの将

 
来に関する情報には不確実な要因が内在しており、設備拡充とそれに引き続く生産（能力の）過剰や価格下落圧力等から生じる市況サイクルに特徴づけられるＤＲＡ

 
Ｍ市場の全世界における変動性、競争の激しいＤＲＡＭ業界における再編等の変化、技術及び設計の変化、重要な原材料の供給の不足や中断あるいはその価格の

 
上昇、重要な顧客の喪失又は需要の減少、米ドル・ユーロ等の為替相場の動向、経済一般の状況、当社グループの市場環境、設備又は調達過程を損なう地震その他

 
の自然災害、テロ行為、疫病、暴動、その他当社グループのコントロールの及ばない事象等の様々な要因により、将来において生じる当社グループの実際の経営成績

 
等とは一致しない可能性があります。

（将来予測に関する注意）
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